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2023年 12月期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 

2023 年 12 月 15 日に公表いたしました 2023 年 12 月期の通期連結業績予想と、本日公表の実績に差異が生じまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2023年 12月期通期業績予想数値と実績値との差異（2023年１月１日～2023年 12月 31日）   

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

17,200 

百万円 

680 

百万円 

800 

百万円 

280 

円 銭 

65.04 

実績値(B) 17,901 561 637 89 20.72 

増減額(B-A) 701 △118 △162 △190  

増減率 4.1% △17.4% △20.3% △68.1%  

(ご参考)前期実績 

(2022年 12月期) 
13,235 664 720 377 88.36 

 

２．差異の理由  

 売上高につきましては、前回予想においては北米地域での当社製品の需要低下による年末商戦の苦戦を見込んでお

りましたが、リベートの支払や後継機種の発売が予定されているハンディオーディオレコーダ―の現行製品について

クリアランスセールの実施行った等の施策により、年末商戦の実績は予想を上回り、前回予想比 701 百万円増の

17,901百万円となりました。 

 営業利益につきましては、前述の施策により売上総利益率が見込よりも低下したこと及び販売費及び一般管理費が

前回予想よりも 168百万円増加したことから、前回予想比 118百万円減の 561百万円となりました。増加した販売費

及び一般管理費は、主に、人件費、製品保証引当金繰入額、貸倒引当金繰入額であります。 

 経常利益につきましては、決算日付近の急激な円高の影響を受けたことにより、為替差損が前回予想よりも 56 百

万円増加したことから、前回予想比 162百万円減の 637百万円となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、営業利益及び経常利益がそれぞれ減少したことに加え、固定資

産除却損を 11百万円計上したこと及び法人税等が前回予想よりも 15百万円増加したことから、前回予想比 190百万

円減の 89百万円となりました。 

以 上 


